
 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（柏崎刈羽原子力

発電所７号炉 設計及び工事の計画）【２７０】 

２．日 時：令和２年７月２７日 １３時３０分～１６時２０分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ｄ会議室 

４．出席者（※・・ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

新基準適合性審査チーム 

植木主任安全審査官、津金主任安全審査官、服部安全審査専門職、 

堀野技術参与、山浦技術参与 

 

事業者： 

 東京電力ホールディングス株式会社  

原子力設備管理部 課長 他８名※ 

  

５．要旨 

（１）東京電力ホールディングス株式会社から、柏崎刈羽原子力発電所７号機

の工事計画認可申請書のうち、耐震性に関する説明書について、令和２

年６月２５日、６月２６日及び７月１０日の提出資料に基づき説明があ

った。 

 

（２）原子力規制庁から、主に以下の点について説明等を求めた。 

【耐震性に関する説明書（燃料集合体の耐震性についての計算書）】 

○ 「表２－１ 燃料集合体の構造計画」のうち計画概要について、主体

構造として応力評価部位の詳細を説明すること。また、概略構造図に

ついて、応力評価部位が分かる図を記載して説明すること。 

○ 「３． 燃料集合体の地震応答解析」について、下部端栓溶接部の応

力評価に用いる水平加速度の設定根拠を説明すること。 

○ 「表５－５ スペーサ間及びスペーサ部の応力の計算式（地震時）」

について、考慮した計算モデルや変形状態を、模式図を用いて説明す

ること。 

○ 「２．４ 記号の説明」のうちＡは定数としているが具体的に何の定

数か説明すること。また、記号の説明にあるそれぞれのパラメータに

ついて、具体的な数値を示して説明すること。 

○ 下部端栓の材料は溶化材を用いず突き合わせ溶接により燃料被覆管

と溶接されるとあるが、溶接方法を具体的に説明すること。 

○ 「図５－６ 下部端栓溶接部の応力評価における機械解析モデル」に

ついて、メッシュサイズの妥当性について説明すること。 

○ 設計比の評価に用いるモンテカルロ法について、手法の概要を説明す

ること。 

 



 

 

【耐震性に関する説明書の補足説明資料（燃料被覆管応力評価部位につい

て）】 

○ 本資料の記載内容は、応力評価部位の詳細が示されており添付書類で

確認が必要なので、添付書類に記載して説明すること。 

 

【耐震性に関する説明書（制御棒駆動機構の耐震性についての計算書】  

○ 「図４－６ 設計用地震力（設計基準対象施設）」及び「図４－７ 設

計用地震力（重大事故等対象設備）」の水平方向設計震度の注書きに

ついて、水平方向の地震荷重は震度から求めていないことが明確にな

るように記載を適正化すること。 

 

【耐震性に関する説明書（水圧制御ユニットの耐震性についての計算書】 

○ 「図４－１ 水圧制御ユニット解析モデル」について、窒素容器、ア

キュムレータ及びスクラム弁のモデル化の考え方を説明すること。ま

た、実物とモデルの関係が明確になるようにモデル図を工夫して説明

すること。 

○ 水圧制御ユニット解析モデル各接点の質量について、モデル化の考え

方及び解析での質量の付加方法を説明すること。 

○ 解析モデルにおける拘束条件について、条件設定の詳細を説明するこ

と。 

 

【耐震性に関する説明書（可燃性ガス濃度制御系再結合装置の耐震性につい

ての計算書）】 

○ 「図４－１ 解析モデル」について、評価部位のモデル化の考え方を

示すとともに、実物とモデルの関係が明確になるようにモデル図を工

夫して説明すること。 

○ 解析モデルにおける拘束条件について、条件設定の詳細を説明するこ

と。 

 

【耐震性に関する説明書（非常用ガス処理系乾燥装置の耐震性についての計

算書）】 

○ 「４．１ 固有周期の計算方法」について、鉛直方向の固有周期の算

定に有効せん断断面積（Ａｅ）を用いる根拠及び固有周期算定におけ

る保守性を整理して説明すること。 

 

（３）東京電力ホールディングス株式会社から、本日の説明等を求められた内

容について了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 



 

なし 


